
 

 

 

地方における医療はより効率化が必要とされ、地域医療機関と、介護施設の連携を

より強固にしなければならない。これからの医療と介護について多くのヒントを 

得て大きな力となる会であるよう期待する。 

                                          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

平成 29 年 7 月 19 日  

 荘内病院 看護部発行 No62 

 

看護職として「地域包括ケアシステム」をいかに機能させていくか、 

患者の Life を支える為、多職種との連携から医療チームの「統合」

が今後は必要であるという。 

坂本すが先生に頂いた、笑顔と力強さ、感動を新たに“ふたつの手” 

（自分と他人を助ける手）と看護職の“ひととなり”を大事にして、 

これからも頑張っていきたいものです。 

 

最後まで人間として尊重され、その人生が 

その人なりに全うできることを目標に地域医療の提供が必要である。 

生活者として捉え、いかに関わっていくか、医療従事者としてしっかりと 

考えていかなければならない。 

 


